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議参数理計画畿

-第14回

日時: 5 月 23 日(土) 14:00-17:00 出席者 :13名

場所:統計数理研究所

テーマと講師:

1) “ A Matroid Designs and Extremal Problems" 

Michel Deza (CNRS France，東京大学工学部)

2) rGroup 利用施設の最適配置問題J 大沢義明(東

京大学工学部)鈴木敦夫(南山大学経営学部)

内容: 1) A(L, k, v)={A;} , AicV, IVI=v, IAil 

=k, IAinAjl E L= {lo, l t, …, l.} (i =l= j) なるマトロ

イドに対して L を特定した場合の IA(L ， k ， v)1 の上界

が論じられた.

2) 結婚式場のように複数地点の利用者のグループが

利用するグループ利用施設の最適配置問題の解法につい

て論じ，最適配置の頑健性が考察された.

・第15回

日時: 6 月 27 日(士) 14:00-17:00 出席者: 15名

場所:統計数理研究所

テーマと講師:

1)“Communications Network Design via 

Implicit Enumeration" 篠原正明 (NTT研究所)

2) “Lost Sales Inventory Policy-Theoretical 

Perspective" 相山長和(都立商科短大)

内容: 1) 回線交換網の設計に当って，網のトポロジ

ー・ルート選択規則・ OD トラヒック・サービス(呼

損)に関する制約・リンクコストが与えられたときに

総リンクコストが最小になるように各リンクの回線数

を決定する問題が整数計画問題として定式化され，こ

の問題に対する解法とその評価が解説された.

2) 数学的な在庫理論の最近の動向が解説された.こ

とに品切れ時に需要が失われる lost sales case に関

して従来の理論モデルの問題点が指摘された.

・第18回

日時 7 月 11 日(土) 14:00-17:00 出席者: 25i� 

場所:統計数理研究所

テーマとE尊師:

1) r富士通の新数理計商法システムの概要J 宮崎知

1987 年 9 月号

明(富土通)

2幻)

Ce印nt旬ered Newton Method for Linear Progra. 

mming" 田辺園土(統計数理研究所)

内容: 1) 富士通の新しい汎用数理計画法システム

OS N AMPSの構成要素と機能および理論的背景が

解説され，実行例および性能評価が提示された.

2) 線形計画法に対する Karmarker法の連続的挙動

を分析するための変換が導入され， centered Newton 

法に似た解法が提案された，

級交通・流通システム義務

-第 3 回

日時 6 月 11 日(木) 18:00-20:00 

場所:東洋経済新報社(日本橋) 出席者: 11名

テーマ:整備新幹線機師:矢島隆志(三菱総合研究

所事業戦略研究室長)

「整備新幹線」とは全国新幹線鉄道整備法により，運輸

大臣が整備計画の決定を行なった，北海道(青森~札幌)

東北(盛岡~青森)，北陵(高崎~大阪)，九州(福岡~鹿児

島，福岡~長崎)の 5 路線の新幹線のことである.三菱

総研では単独で 4 つの実現方策代替案の検討を行なって

いるが，現状では，建設主体を新技術集団に，保有主体

を新幹線保有機構に，運営を旅客会社が行なう方法を最

も実現度の高い案と見ている.

義務政策科学(関西〉義務

-第 3 回

日時: 6 月 13 日(土) 14:00-17:00 

場所:芦大クラブ

テーマと鵡師簡易言語を用いたパソコン DSS と

教育」大西順一郎(芦屋大学)

r 1 F P S による D S SJ 竹内正順(側コンピュータ

.アプリケーションズ}

議議最適化とその周辺縁

-第4 四

日時 7 月 3 日(金)14:00-17:00 出席者: 24名

場所:住友ピル860会議室

テーマと講師 rFMS スケジュールの多目的評価と

ルールベーススケジューリング」田村担之(大阪大学)

FMS のスケジューリングにおける納期遅れ，在庫時

(61) 839 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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間および機械の稼働率の 3 つの評価指標をもっ多属性価 場所:八丁堀東京都勤労福祉会館

値関数の同定方法と，ペトリネットによる FMS シミュ テーマと鴨師: r経営危機を乗り切るためにJ樋爪徹

レーションモデルに対する知識ベースを用いたスケジュ (山之内製薬)

ーリングが紹介された. 敗戦後のゼロから出発して，日本人は皆気を揃えて刻

「計測制御系の最適信頼性設計J 高見勲(三菱重工) 普勉励を続け，着々として国力を回復し，今や世界ーの

プラントの安全監視システムの最適論理構成をシステ 債権国・貿易黒字国となりました.あまり良いことが続

ムの欠報と誤報により生じる期待損失の最小化という観 くと，それがかえって仇となり，一部の外国から，なに

点から取扱った最適冗長設計法が解説された. やかやと文句を言われ始めているのが，現在の日本であ

義務待ち行列務

-第38回

日時: 1 月 18日(土) 14:00-16:00 出席者: 25名

場所:東京工業大学情報科学科会議室

テーマと講師:

• Q36-1 2 元トラヒックモデルの過渡解析とその応

用(山田博司 'NTT通研)上記モデルで、同時接続数の

自己共分散関数を導出し，呼量の測定に応用した.

• Q36-2 計算機・通信システムの応用数学と性能評

価・信頼性モデルに関する第 2 回国際ワークショプ( 2 

nd MCPR Workshop) 参加報告(住田修一 'NTT

遜研)会議の概要と上記会議で発表された論文 2 編等紹

介した.

義務DP義務

日時 7 月 28 日(火) 16:00-18:00 出席者 8 名

場所:東京都立科学技術大学会議室

テーマと筒飾: Non.serial Dynamic Programming; 

A. O. Esogbue (ジョージア工科大学教授)

内容:系列理論とその応用はほとんど直列システムの

み取扱われている.ここでは非直列システムに注目し直

列システムに対して展開された手法がいかに非直列シス

テム解析に用いられるかを示した.基本的問題として非

直列システムの水資源モデルを取り上げた.

この場合DPの使用は当然次元性の障害に直面する.

この困難性の故に，多くの研究者は非直列システムに対

する可能な接近としてのDPの使用に対して悲観的であ

る.しかしDPの効果的使用は可能であり，そのアルゴ

リズムが存在する.

物日本的システム科学級

-第28回

日時: 7 月 4 日(土) 14:00-17:00 出席者 :10名

640 (62) 

ります.これを何とか克服して，より良い21世紀をむか

えるには，知恵ある経営と協調が必要です.

・第29回

日時: 8 月 1 日(土)14:00-17:00 出席者: 8 名

場所:八丁堀東京都勤労福祉会館

テーマと購師: r経理数字の裏と表J 荒田弘司(日産工

機紛)

経理においてはあらゆるモノゴトが数字で表示されて

います.しかしながらある数値による表示においてその

意味することは必ずしも一義的ではありません.たとえ

ば研究開発や先行投資を怠って出した利益金はこれらを

充分に行なって出した利益とは質的に見て雲泥の差があ

ります.経理数字はいつも質的に検討しなければなりま

せん.

番多社会経済分析移

-第15回

日時: 6 月 27 日(土) 14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館

テーマ:間接税の社会システムにおよぼす影響

購師:口信行

社会システムにおけるリソースの再配分としては，そ

の大部分を市場機能に依存しているが，これに矛盾が生

じたときは国家権力による行政作用として強制的にリソ

ース再配分をしなければならない.これが税である.こ

の税のうち間接税については結局腹を痛めるのは誰かそ

れがどこに再配分されるのかが重大関心となる.この点

実際に即した分析がなされ，今後のあるべき方向も考察

された.

・第16閲

日時 7 月 25 日(土) 14:00-17:00 出席者: 16名

場所:東京都勤労福祉会館

テーマ:知的所有権と貿易摩擦講師:中野範長(経

営法務研究所長)

オベレーションズ・リサーチ

E 

Q 
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知的所有権は米国が強く提唱しているところである

が，これがどのような影響をもたらすものかが問題の焦

点であった.研究の結果， I知的所有権」とし、う道具を駆

使した「知恵の戦略J にふりまわされていることが判明

した. 日本がこれにどのように対処すべきかは今後の課

題であろう.

品μ'" 帆
《ア"~~~'I 会開
中村 善太郎 慶応義塾大学

もう何か月前だっただろうか? たしか本誌であった

と思う.産業界の方々が大学の教員と共同研究をされよ

うというとき，大学側の産業界の現場の実情に関する知

識が古過きて困るということが指摘されていた.多くの

大学教員の中には，無論，幅広い最新の知識をおもちの

方々もあろうが，少なくとも私の場合はあたっている.

よく知っていることも無論あるが，ごく限られた範囲で

ある.毎年大勢の学生を産業界におくりだす理工学部の

教員としては相済まぬことと思っていた.

とはいえ，反面において，日進月歩する今日の産業界

の新技術全般に通じることは，実際問題としてきわめて

困難である.努力して現場を見学させていただくように

はしているものの，本務もきわめて多忙である.一方，

工場現場は各地にちらばっている.ウンと頑張ったとこ

ろで日に 2 社までしか訪問できるものではない.新

聞・雑誌，特にこのごろ・では企業が発行する技術誌等も

大いに参考にはなるが，記事は大概局部的な話題に関す

るものだから，全体を見渡すには，よほど多くに目を通

さなければならない.

る.こう考えた私は， 2-3 知り合いの会社の方々に，

そのようなものがあったら，ビデオの形でご提供願えな

いだろうかと伺ってみた.厚かましいお願いにもかかわ

らず，多くの会社の提供をうけることができ，昼食後な

どに学生ともどもみせていただいている.特に，外国か

らの留学生の諸君などには好評である.

時間的にも経済的にも，なかなか工場見学の余裕がっ

くりにくいのだが，もともと日本で勉強する目的の l つ

は，日本の産業のありさまを少しでも多く見ることなの

だから.

会員卦報

大野良雄氏 側資生堂取締役社長

昭和62年 7 月 12 日(日)午後 3 時20分，東京女子医

大病院にて，肺炎のため逝去されました.享年51 才.

護しんで御冥福をお祈りいたします.

会合記録

IAOR委員会 7 月 1 日(水) 6 名

理事会 7 月 3 日(金) 18名

編集委員会 (OR誌) 7 月 6 日(月) 9 名

普及小委員会 7 月 13 日(月) 3 名

副会長会議 7 月 20 日(月) 6 名

会員増強委員会 7 月 22 日(水) 4 名

編集委員会 (OR誌) 7 月 31 日(金) 9 名

第 2 団理事会議題

(62.7.3) 

ところで，見学にうかがうと，大概の会社では現場へ 1. 第 1 回理事会議事録の件

の案内に先だって，その工場の概要を説明する映画やビ 2. 各委員会等からの報告

デオを見せてくださる.それぞれ，かなりの費用をかけ (1) 研究普及委員会

て作られたものと見え，力作が多い.騒音のひどい現場

ではせっかくの説明をときとして聞き取れず，もどかし

い思いがするものだが，こういう映画やビデオのおかげ

でずいぶん理解しやすくなる.それに，危険な場所や空

中撮影など，通常では望み得ぬ角度からの映像を見せて

いただけることもある.

たとえ現場を拝見できないまでも，こうしづ映画やビ

デオを見せていただくだけでも，知識はずいぶんふえ

1987 年 9 月号

-春季研究発表会 ・第 18回シンポジウム終了報告

.OR企業サロン

(2) 編集委員会

(3) 国際委員会

.IFORS会議の件

.IFORS視察団の件

(4) 会計幹事会

・昭和62年度第一四半期収支計算
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